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書

評

高
野
正
巳
著

「
近
松
と
そ
の
伝
統
芸
能
」槍

彦

谷

昭

序
論
に
よ
れ
ば
「
主
と
し
て
近
松
の
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
そ
の
周
辺
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
演
劇
や
江
戸
文
学
の
特
質
、
さ
ら
に
は
日
本
演
劇

の
伝
統
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
。
論
の
構
成
は
、
近
松
と
そ
の
時
代
・
演
劇
の
本
質
・
江
戸
演
劇
の
社
会
的
背
景
・
近
松
以
前
の
芸
能
、
の
四
章
を

前
置
き
と
し
て
本
論
の
「
近
松
門
左
衛
門
」
に
入
り
、
そ
の
歌
舞
伎
狂
言
と
浄
瑠
璃
作
品
、
加
賀
按
及
び
義
太
夫
と
の
関
係
を
叙
し
た
後
、
「
時
代
武
道
物
考
」

「
世
話
物
」
の
二
章
に
於
て
、
主
と
し
て
一
五
篇
の
作
品
鑑
賞
に
焦
点
を
当
て
た
詳
細
な
考
察
を
行
な
い
、
紀
海
音
と
の
比
較
、
近
松
の
芸
能
論
研
究
を
へ
て

結
論
に
至
る
。
以
上
の
標
題
の
論
考
に
附
す
る
に
、
武
道
狂
言
・
藤
十
郎
の
演
劇
論
・
元
禄
歌
舞
伎
・
近
松
と
西
鶴
な
ど
七
篇
の
附
属
論
文
が
本
論
を
補
な
い

更
に
小
論
七
篇
及
び
英
文
の
論
文
一
篇
に
多
様
な
問
題
提
起
を
試
み
た
意
欲
的
な
研
究
成
果
の
結
集
で
あ
る
。
近
松
研
究
に
又
ひ
と
つ
の
大
き
な
業
績
が
積
ま

れ
た
と
と
を
喜
び
た
い
。

本
書
は
そ
の
意
図
す
る
所
、
従
来
の
美
学
的
文
学
的
研
究
に
も
文
献
学
的
研
究
に
も
組
せ
ず
、
過
去
の
成
果
を
前
提
と
し
作
品
自
体
の
内
部
徴
証
を
明
確
化

し
つ
つ
、
劇
作
家
近
松
を
今
日
に
於
て
顕
在
化
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
著
者
が
「
義
理
」
の
解
釈
に
援
用
す
る
所
論
の
著
者
森
修
氏

は
、
〈
演
劇
研
究
会V
の
「
近
秘
の
研
究
と
資
料
第
ご
に
芸
能
環
境
と
し
て
の
演
劇
史
的
研
究
を
提
唱
し
、
そ
れ
は
「
日
本
文
学
」
（
昭
三
八
・
＝
己
に
諏
訪



春
雄
氏
が
論
じ
た
芸
能
共
同
体
史
の
構
想
に
つ
な
が
っ
て
、
文
献
学
的
基
礎
的
研
究
を
充
分
に
ふ
ま
え
た
近
松
の
作
家
論
へ
の
志
向
を
明
確
に
し
て
い
る
。
対

す
る
に
本
書
が
、
前
記
〈
演
劇
研
究
会
〉
に
〈
近
松
学
会
〉
を
加
え
た
関
西
系
の
学
者
の
動
向
に
期
せ
ず
し
て
接
近
し
た
方
法
論
を
採
り
な
が
ら
も
、
第
一
章

に
於
て
近
松
の
「
辞
世
文
」
を
前
に
置
い
て
、
「
中
世
の
色
彩
を
脱
却
し
、
解
放
的
感
覚
を
も
っ
た
演
劇
的
世
界
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
人
間
性
の
解
放
を
主

体
的
に
歌
い
あ
げ
よ
う
と
し
た
」
（
一
四
頁
）
と
説
く
著
者
の
論
は
、
近
松
を
、
「
庶
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
近
世
芸
能
を
最
初
に
典
型
化
し
て
行
っ
た
所
に
、

現
代
に
つ
ら
な
る
過
渡
的
な
作
者
と
し
て
の
意
義
を
み
と
め
る
」
（
森
修
氏
「
近
松
門
左
衛
門
」
）
立
場
と
較
べ
た
際
自
ず
と
懸
隔
を
生
じ
て
了
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
一
方
で
は
、
本
書
の
中
核
を
な
す
作
品
論
で
、
「
曽
根
崎
心
中
」
の
構
成
を
「
極
め
て
単
純
で
あ
る
」
と
し
、
後
の
心
中
物
と
の
比
較
に
於
て
「
未
完
成

な
試
み
」
と
い
う
視
点
か
ら
九
兵
次
の
登
場
を
「
行
為
に
お
い
て
悲
劇
化
す
る
た
め
の
」
（
二
二
二
頁
）
素
材
で
あ
る
と
す
る
論
が
、
素
材
の
重
層
性
拒
否
｜

単
層
描
写
の
方
法
を
以
て
、
そ
れ
が
未
完
成
な
試
み
た
る
と
と
を
是
認
し
つ
つ
も
、そ
乙
に
「
曽
根
崎
心
中
」
的
定
型
の
意
義
を
見
出
し
、
「
曽
根
崎
心
中
」

的
素
材
類
型
と
し
て
の
後
続
世
話
物
が
副
主
題
設
定
と
い
う
趣
向
性
に
逆
行
す
る
所
に
近
世
演
劇
の
挫
折
を
み
る
松
田
修
氏
の
方
法
論
（
「
日
本
近
世
文
学
の

成
立
」
所
収
論
文
）
と
は
、
全
く
極
北
に
位
置
す
る
議
論
と
な
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
乙
の
二
書
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
ろ
う
。
次
に
「
近
松
の
芸
能
論
」
の
論
の
展
開
で
は
加
賀
嫁
l

近
松
l

義
太
夫
と
辿
る
方
法
が
み
ら
れ
る
が
、
と
れ
は
加
賀
擦
の
「
竹
子
集
」
序
駿
文
と

「
義
太
夫
段
物
集
」
序
文
と
の
商
量
を
へ
て
「
難
波
土
産
」
発
端
へ
の
考
察
と
い
う
論
理
を
採
っ
た
と
き
、
「
伝
奇
作
害
」
初
篇
の
近
松
半
二
の
言
説
か
ら
帰
納

す
る
狂
言
作
者
の
作
者
観
が
、
近
松
門
左
衛
門
の
「
辞
世
文
」
へ
の
回
帰
に
よ
っ
て
異
な
る
解
釈
に
な
る
乙
と
も
予
想
さ
れ
は
す
ま
い
か
。
そ
れ
は
続
く
儒
者

の
演
劇
観
の
考
察
に
も
例
え
ば
春
台
の
「
独
語
」
な
ど
を
無
視
し
た
論
旨
が
、
「
辞
世
文
」
を
も
う
一
度
、
「
主
体
は
義
太
夫
に
あ
り
、
彼
が
積
極
的
に
近
松
と

い
う
作
者
を
捉
え
て
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
。
と
の
場
合
義
太
夫
節
と
い
う
節
が
主
で
、
作
は
従
で
あ
る
と
い
う
と
と
。
」
（
室
木
弥
太
郎
氏
「
近
松
と
古
浄
瑠

．
璃
」
）
な
る
観
点
か
ら
み
な
お
す
可
能
性
を
失
く
し
た
点
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
乍
ら
近
松
の
曽
我
物
に
於
け
る
加
賀
援
・
義
太
夫
両
者
の
正
本

の
考
究
は
、
歌
舞
伎
狂
言
と
相
関
わ
る
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
著
者
が
在
来
提
唱
し
て
来
た
武
道
物
と
傾
城
物
と
の
分
離
を
と
お
し
て
の
「
時
代
武
道
物
考
」

の
理
解
を
援
け
る
研
究
と
し
て
稗
益
さ
れ
る
乙
と
多
か
っ
た
。

と
ま
か
な
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
、
五
二
頁
の
「
山
科
言
継
卿
記
」
は
そ
の
息
の
「
言
経
卿
記
」
と
あ
る
べ
き
と
乙
ろ
。
作
品
年
表
の
う
ち
「
出
世
景

清
」
を
貞
享
三
年
初
演
と
す
る
点
で
は
信
多
純
一
氏
の
二
年
初
演
説
が
や
や
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
り
一
応
の
注
記
が
欲
し
い
し
、
「
担
扇
曽
我
」
の
貞
享
四
年

-120-



初
演
は
元
禄
二
二
年
宇
治
座
初
演
説
が
あ
り
、
「
曽
我
五
人
兄
弟
」
元
禄
一
四
年
初
演
に
関
し
て
は
高
野
辰
之
・
祐
田
善
雄
両
氏
に
同
一
二
年
説
が
あ
る
。

と
が
加
賀
擦
の
曽
我
物
に
関
わ
る
だ
け
に
著
者
の
見
解
が
き
き
た
か
っ
た
。
一
二
六
頁
の
表
中
「
傾
城
反
魂
香
」
は
竹
本
座
初
演
の
後
改
訂
し
て
宇
治
座
上
演

と
な
る
筈
だ
し
、
だ
と
す
れ
ば
加
賀
援
の
た
め
の
近
松
作
品
は
更
に
検
討
の
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
附
属
論
文
集
の
「
近
松
と
西
鶴
」
で
は
「
諸
国
は
な
し
」

v
y
 

乙
れ
は
俳
譜
の
付
合
を
充
分
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
手
法
の
問
題
と
思
わ
れ
る
。
「
妓
能
雑
芸
滑
稽
の
類
ま
で
し
ら
ぬ

も
と
よ
り
本
書
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
（
昭
和
四O
年
六
月
三
O
日
講
談
社

の
「
雲
中
の
腕
押
」
を
ひ
い
て
い
る
が
、

事
な
げ
に
口
に
ま
か
せ
筆
に
は
し
ら
せ
」
た
若
輩
の
妄
評
で
あ
る
。

刊
、
A
5

判
四
二
ニ
頁
英
文
一
一
頁
附
索
引
、
三
、
二O
O
円
〉

こ

つ
白


